別表第2(第19条関係)
密集危険区域の危険度判定基準
1　要素別危険度の査定
区域別警防計画の危険度を判定するときは、要素別危険度査定基準表により各要素の危険度を査定しなければならない。
2　総合危険度の判定
要素別危険度により査定した各危険度を総合危険度判定表に照して、当該区域の総合危険度を判定しなければならない。
3　判定の特例
不良住宅の密集地域又はバラック、危険物貯蔵所等の特殊な事情により、本基準のみにより判定することが適当でないと消防長が認めたときは、上級の危険度に格付けすることができる。
要素別危険度査定基準表
査定基準
要素別

A
B
C
備考

1
建ペイ率
70％以上
50％以上70％未満
50％未満
建築延面積／敷地面積

2
構造率
70％以上
50％以上70％未満
50％未満
木造棟数／全棟数(注)　木造部分1／3以上を木造とする

3
街区内の消防車進入路
なし
1
2
街区内通り抜け道路で幅員4m以上のもの

4
第1出動隊の到着所要時間
7分以上
5分以上7分未満
5分未満
先着隊2隊到着まで
1分間の走行距離583mにて換算

5
有効水利
2台未満
3台以上5台未満
6台以上
同時放水可能台数

6
人命危険
10人以上
10人未満
なし
・3階以上で避難に支障があるもの
・歩行困難の者を収容する病院等
・袋小路の地域

7
隣接街区
2
3
4
幅員5m以上の道路で区画された街区

8
爆発物・危険物等の取扱状況
1　爆発物
2　危険物等50倍以上
3　LPGガス1,000kg以上
1　なし
2　危険物等10倍以上50倍未満
3　LPGガス500kg以上1,000kg未満
1　なし
2　危険物等10倍未満
3　LPGガス100kg以上500kg未満
指定数量の倍数を示す。

総合危険度判定基準表
危険度
判定基準

A
要素別危険度Aに該当するもの4つ以上。ただし、建ペイ率構造率ともにAに該当していること。

B
要素別危険度A及びBに該当していること。

C
要素別危険度A・B以外のもの

